
(57)【要約】

【課題】ＣＤ、ＤＶＤ等の光ディスク装置に用いられて

いるディスク回転用モータにおいて、ターンテーブル部

の面振れの高精度化、締結方法の簡便化を図ることを目

的とする。

【解決手段】ロータフレーム５のターンテーブル部４に

Ｖ溝３２あるいは円周上に複数の凹部３４あるいは透孔

３５を設けることにより、この部分の機械強度を弱めて

、ロータフレーム５の天面を変形容易とし、シャフト８

をロータフレーム５に締結後に容易にターンテーブル部

４の面振れの矯正を可能とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
デ ィ ス ク を 搭 載 す る タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン と こ の タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン を 貼 り 付
け る タ ー ン テ ー ブ ル 部 と こ の タ ー ン テ ー ブ ル 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た カ ッ プ 状 の ロ ー タ フ レ
ー ム と こ の ロ ー タ フ レ ー ム の 内 周 に 固 定 さ れ た ロ ー タ マ グ ネ ッ ト と 前 記 ロ ー タ フ レ ー ム の
中 央 に 固 定 さ れ た シ ャ フ ト と 前 記 タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン と 共 に デ ィ ス ク を 押 圧 支 持 す
る デ ィ ス ク 保 持 部 材 と を 備 え る ロ ー タ 部 と 、 前 記 シ ャ フ ト を 回 転 自 在 に 支 承 す る 軸 受 と こ
の 軸 受 を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ と こ の ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ れ る 積 層 コ ア と こ の 積 層 コ ア に 巻
装 さ れ た 巻 線 と 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 保 持 す る ブ ラ ケ ッ ト と か ら な る ス テ ー タ 部 と に よ り 構 成
さ れ る デ ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ に お い て 、 前 記 ロ ー タ フ レ ー ム の 天 面 の 前 記 タ ー
ン テ ー ブ ル 部 と 前 記 シ ャ フ ト を 固 定 す る 部 分 と の 間 に 円 周 状 に 強 度 低 減 部 が 形 成 さ れ た デ
ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
ロ ー タ フ レ ー ム の 強 度 低 減 部 が 円 周 状 の 溝 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の デ ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ
ス モ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
ロ ー タ フ レ ー ム の 強 度 低 減 部 が 円 周 状 に 配 列 し た 複 数 の 凹 部 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の デ ィ ス
ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
ロ ー タ フ レ ー ム の 強 度 低 減 部 が 円 周 状 に 配 列 し た 複 数 の 孔 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の デ ィ ス ク
駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 主 と し て コ ン パ ク ト デ ィ ス ク や ビ デ オ デ ィ ス ク 、 あ る い は 磁 気 デ ィ ス ク 等 の 情
報 を 記 録 お よ び 再 生 可 能 な デ ィ ス ク を 、 モ ー タ の タ ー ン テ ー ブ ル あ る い は ハ ブ 等 に 装 着 し
て 回 転 駆 動 す る デ ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ８ は Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 光 デ ィ ス ク 装 置 に 用 い ら れ て い る デ ィ ス ク 回 転 用 モ ー タ の 構 造
の 従 来 例 で あ る 。 デ ィ ス ク 回 転 用 モ ー タ は ロ ー タ 部 ２ ９ と ス テ ー タ 部 ３ ０ に よ っ て 構 成 さ
れ て い る 。 そ の 内 、 ロ ー タ 部 ２ ９ は タ ー ン テ ー ブ ル 部 １ ７ と ヨ ー ク 部 １ ９ が 一 体 化 さ れ た
一 体 型 ロ ー タ フ レ ー ム １ ８ 、 タ ー ン テ ー ブ ル 部 １ ７ に 貼 り 付 け ら れ 表 面 を 切 削 さ れ た タ ー
ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン １ ６ 、 タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン １ ６ と 共 に デ ィ ス ク を 押 圧 支 持 す
る デ ィ ス ク 保 持 部 材 ２ ２ 、 ロ ー タ マ グ ネ ッ ト ２ ０ 、 シ ャ フ ト ２ １ 、 抜 け 止 め 部 材 ２ ８ 等 か
ら 構 成 さ れ 、 ス テ ー タ 部 ３ ０ は 軸 受 ２ ３ 、 軸 受 ２ ３ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ ２ ４ 、 巻 線 ２ ５
、 積 層 コ ア ２ ６ 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ７ 等 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 モ バ イ ル 用 途 の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 大 容 量 化 は 飛 躍 的 に 進 ん で お り 、 こ れ に 伴 っ て
光 デ ィ ス ク も 大 容 量 が 求 め ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 を 記 録 す る ピ ッ ト 形
状 は 微 細 化 が 進 み 、 こ れ を 再 生 あ る い は 記 録 す る 装 置 の 機 械 的 精 度 の 要 求 も 非 常 に 厳 し く
な っ て い る 。 要 求 を 満 た す た め に 、 デ ィ ス ク 回 転 用 モ ー タ に も 高 精 度 が 要 求 さ れ て お り 、
課 題 の ひ と つ に デ ィ ス ク を 搭 載 す る タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン の 面 振 れ の 高 精 度 化 が あ る
。 面 振 れ 精 度 が 低 い 場 合 、 光 デ ィ ス ク の 読 み 取 り 、 書 き 込 み エ ラ ー の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 図 ８ に 示 す 従 来 の デ ィ ス ク 回 転 用 モ ー タ に お い て は ロ ー タ
フ レ ー ム １ ８ の 中 央 に 突 設 さ れ た 突 状 環 状 部 ３ １ の 内 周 の シ ャ フ ト ２ １ を 圧 入 す る 部 分 の
寸 法 を 一 定 の 範 囲 に 設 定 し て 、 シ ャ フ ト ２ １ を ロ ー タ フ レ ー ム １ ８ の 突 状 環 状 部 ３ １ へ 軽
圧 入 に よ り 締 結 す る こ と に よ り 、 ロ ー タ フ レ ー ム １ ８ の 突 状 環 状 部 ３ １ の 変 形 を 抑 制 し 、
シ ャ フ ト ２ １ と 突 状 環 状 部 ３ １ の 内 周 の 径 大 部 に 接 着 材 を 充 填 す る こ と に よ り 、 高 い 締 結
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強 度 と タ ー ン テ ー ブ ル 部 の 高 い 面 振 れ 精 度 を 実 現 す る 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 特
許 文 献 １ 参 照 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ６ ０ ３ １ 号 公 報 （ 第 ９ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 近 年 、 情 報 量 の 大 容 量 化 は さ ら に 進 み 、 よ り 高 精 度 な モ ー タ が 求 め ら れ
て お り 、 上 記 従 来 の 技 術 の 様 に 締 結 時 に 面 振 れ の 悪 化 を 抑 え る だ け で は 要 求 を 満 た せ な い
状 況 と な っ て き て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 ロ ー タ フ レ ー ム 天 面 の ロ ー タ フ レ ー ム と 一 体 形 成
さ れ た タ ー ン テ ー ブ ル 部 と ロ ー タ フ レ ー ム の シ ャ フ ト 固 定 部 と の 間 に 円 周 状 の 強 度 低 減 部
を 設 け た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ロ ー タ フ レ ー ム と シ ャ フ ト を 締 結 後 に 、 シ
ャ フ ト を 基 準 と し て ロ ー タ フ レ ー ム の 天 面 の 強 度 低 減 部 を 境 に タ ー ン テ ー ブ ル 部 に 力 を 加
え る こ と で 、 締 結 に よ り 生 じ る シ ャ フ ト に 対 す る タ ー ン テ ー ブ ル 部 の 傾 き と 逆 方 向 に 、 タ
ー ン テ ー ブ ル 部 と 前 記 ロ ー タ フ レ ー ム の 天 面 の 強 度 低 減 部 よ り シ ャ フ ト 固 定 部 側 の 面 と の
間 に 傾 き を 発 生 さ せ て 、 タ ー ン テ ー ブ ル 部 の タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン を 貼 り 付 け る 部 分
の 面 が シ ャ フ ト と ほ ぼ 垂 直 に な る よ う に 矯 正 す る 。 こ れ に よ り 、 タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ
ン を 貼 り 付 け た 後 、 タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン の デ ィ ス ク 搭 載 面 を シ ャ フ ト に 対 し て 垂 直
に 切 削 す る 際 に 、 わ ず か な 切 削 量 で 容 易 に 面 振 れ 精 度 を 高 精 度 に 仕 上 げ る こ と が で き る と
い う 有 利 な 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 締 結 後 に 上 記 傾 き を 矯 正 す る こ と が 可 能 で あ る の で 、
締 結 の 際 に 傾 き の 精 度 を 高 め る 必 要 が 無 く 、 簡 便 な 締 結 方 法 で よ い 。 こ の た め に 生 産 性 の
向 上 が 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る モ ー タ の 構 造 断 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 の 主 要 部 分 で あ
る ロ ー タ フ レ ー ム の 平 面 図 で あ る 。 図 ３ 、 図 ４ は ロ ー タ フ レ ー ム を 矯 正 す る 方 法 を 示 し た
図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て デ ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ は 、 デ ィ ス ク を 搭 載 す る タ ー ン テ ー ブ ル
ク ッ シ ョ ン ３ と こ の タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン ３ を 貼 り 付 け る タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ と こ の
タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ が 一 体 に 形 成 さ れ た カ ッ プ 状 の ロ ー タ フ レ ー ム ５ と こ の ロ ー タ フ レ ー
ム ５ の 円 筒 状 の ヨ ー ク 部 ６ の 内 周 に 固 定 さ れ た ロ ー タ マ グ ネ ッ ト ７ と 前 記 ロ ー タ フ レ ー ム
５ の 中 央 に 固 定 さ れ た シ ャ フ ト ８ と 前 記 タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ と 共 に デ ィ ス ク を 押 圧 支 持 す
る デ ィ ス ク 保 持 部 材 ９ と を 備 え る ロ ー タ 部 １ と 、 前 記 シ ャ フ ト ８ を 回 転 自 在 に 支 承 す る 軸
受 １ ０ と こ の 軸 受 １ ０ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ １ １ と こ の ハ ウ ジ ン グ １ １ に 保 持 さ れ る 積 層
コ ア １ ３ と こ の 積 層 コ ア １ ３ に 巻 装 さ れ た 巻 線 １ ２ と 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ １ を 保 持 す る ブ ラ
ケ ッ ト １ ４ と か ら な る ス テ ー タ 部 ２ と 、 前 記 ロ ー タ 部 １ が ス テ ー タ 部 ２ の 軸 受 １ ０ か ら 抜
け 出 す こ と を 防 止 す る 抜 け 止 め 部 材 １ ５ と に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ に は
、 円 周 状 の 溝 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 溝 ３ ２ を 形 成 す る こ と に よ り 、 こ の 溝 ３ ２ を 境 に 区 画 さ れ る ロ ー タ フ レ ー ム ５ の 天
面 の タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ と シ ャ フ ト ８ の 固 定 部 側 の 面 ５ ａ と の 間 の 機 械 的 強 度 を 低 減 で き
る の で 、 小 さ な 力 で ロ ー タ フ レ ー ム ５ の 天 面 部 分 を 容 易 に 変 形 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ
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て 、 例 え ば 受 け 治 具 ３ ３ に よ り 、 シ ャ フ ト ８ を 基 準 と し て ロ ー タ フ レ ー ム ５ の 天 面 の 溝 ３
２ を 境 に タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ に 力 を 加 え る こ と で 、 締 結 に よ り 生 じ る シ ャ フ ト ８ に 対 す る
タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ の 傾 き と 逆 方 向 に 、 タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ と シ ャ フ ト ８ の 固 定 部 側 の 面
５ ａ と の 間 に 傾 き を 発 生 さ せ る こ と に よ り 、 タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ の タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ
ョ ン ３ を 貼 り 付 け る 部 分 の 面 を シ ャ フ ト ８ と 垂 直 に 矯 正 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ れ
に 貼 り 付 け た タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン ３ の デ ィ ス ク 搭 載 面 を シ ャ フ ト ８ に 対 し て 垂 直 に
切 削 す る 際 に 、 わ ず か な 切 削 量 で 容 易 に 高 精 度 に 面 振 れ 精 度 を 仕 上 げ る こ と が で き る 。 溝
３ ２ の 形 状 は 、 Ｖ 字 あ る い は 凹 字 等 い ず れ の 形 状 で も 形 成 し た 部 分 の 機 械 的 強 度 が 低 減 で
き る 。 こ れ に よ り 、 デ ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ の タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ の 面 振 れ の 高
精 度 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 ま た 、 図 ５ 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 タ ー ン テ ー ブ ル 部 ４ に 、 円 周 状 に 配 列 し た
複 数 の 凹 部 ３ ４ あ る い は 透 孔 ３ ５ を 形 成 す る こ と に よ っ て も 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 凹 部 あ る い は 透 孔 の い ず れ で も 形 成 し た 部 分 の 機 械 的 強 度 が 低 減 で き る 構 成 で 有 れ ば 上
記 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 光 メ デ ィ ア 用 ス ピ ン ド ル モ ー タ 等 、 タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン の 面 振 れ の 高 精 度 化 が 求
め ら れ る モ バ イ ル 機 器 用 の デ ィ ス ク 駆 動 用 ブ ラ シ レ ス モ ー タ に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る モ ー タ の 構 造 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る ロ ー タ フ レ ー ム の 平 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る ロ ー タ フ レ ー ム の 矯 正 の 方 法 を 示 す 図 （ １ ）
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る ロ ー タ フ レ ー ム の 矯 正 の 方 法 を 示 す 図 （ ２ ）
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る モ ー タ の 構 造 断 面 図 （ １ ）
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る モ ー タ の 構 造 断 面 図 （ ２ ）
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る ロ ー タ フ レ ー ム の 平 面 図
【 図 ８ 】 従 来 の ブ ラ シ レ ス モ ー タ の 構 造 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ 、 ２ ９ 　 ロ ー タ 部
　 ２ 、 ３ ０ 　 ス テ ー タ 部
　 ３ 、 １ ６ 　 タ ー ン テ ー ブ ル ク ッ シ ョ ン
　 ４ 、 １ ７ 　 タ ー ン テ ー ブ ル 部
　 ５ 、 １ ８ 　 ロ ー タ フ レ ー ム
　 ５ ａ 　 固 定 部 側 の 面
　 ６ 、 １ ９ 　 ヨ ー ク 部
　 ７ 、 ２ ０ 　 ロ ー タ マ グ ネ ッ ト
　 ８ 、 ２ １ 　 シ ャ フ ト
　 ９ 、 ２ ２ 　 デ ィ ス ク 保 持 部 材
　 １ ０ 、 ２ ３ 　 軸 受
　 １ １ 、 ２ ４ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ２ 、 ２ ５ 　 巻 線
　 １ ３ 、 ２ ６ 　 積 層 コ ア
　 １ ４ 、 ２ ７ 　 ブ ラ ケ ッ ト
　 １ ５ 、 ２ ８ 　 抜 け 止 め 部 材
　 ３ １ 　 突 状 環 状 部
　 ３ ２ 　 溝 部
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　 ３ ３ 　 受 け 治 具
　 ３ ４ 　 凹 部
　 ３ ５ 　 透 孔

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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